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働くことに喜びをもち、明るく健康なまちをつくります市民憲章 :

☎ 993-9300

　御宿入谷で、豆腐と油揚の製造業を営んでいる
木村繁さんが、県知事表彰・産業振興功労表彰を
受賞しました。木村さんは、平成７年に県豆腐油
揚商工組合の理事に就任し、平成 24 年からは理
事長と一般財団法人全国豆腐連合会の理事も務め
ています。県産豆腐の消費拡大や後継者の育成に
力を注ぐなど業界の発展に向けた長年の功績が認
められ、受賞となりました。
　「県の組合には、２～３年前まで 100 以上の組
合員がいましたが、今は 75 まで減ってしまいま

５月の休館日／
７日㈬・12日㈪・19日㈪・26日㈪

グランシップ出前公演
国立劇場　歌舞伎鑑賞教室

　初心者や学生でも楽しめる歌舞伎鑑賞教室です。
お芝居の前には、出演俳優が実演を交えた解説を
して、歌舞伎の魅力や演目の見どころをわかりや
すく伝えます。中村扇雀と中村橋之助の息の合っ
たコンビで送る夫婦愛の物語にご期待ください。
と　き／６月 26 日㈭
　午前の部▶ 11 時～ 13 時（開場 10 時 30 分）
　午後の部▶ 14 時 30 分～ 16 時 30 分（開場 14 時）
料　金／ ●一般▶3,600円●子ども・学生▶1,000円
　　　　※全席指定、未就学児の入場不可
出演者／中村扇

せん

雀
じゃく

・中村橋之助ほか
演　目／ぢいさんばあさん（森鷗外原作）
 チケット好評発売中！

県知事表彰　産業振興功労表彰を受賞
木村　繁 さん（御宿入谷・66歳）

した。後継者不足や厳しい価格競争などが要因で、
廃業する方が多くなっています。業界全体がとて
も厳しいと感じています」と話す木村さん。青年
部の相談役として、複数の会員が協同で新商品の
開発を行った際には組合が支援し、若手に新たな
活動を促すなど、後継者の育成には特に重点的に
取り組んでいます。その取組が実を結び実際に商
品化されたものもあるそうです。
　自ら代表となっている有限会社木村商店は、昭
和 28 年創業で、木村さんは２代目です。毎朝、
３時に起きて機械の洗浄から仕事が始まります。
４時ころから豆腐ができ始め、６時ころから出荷。
配達から帰ってきて片付けが終わるのは、午後３
時から４時ごろです。
　「水温、気温、材料の状態などはいつも違います。
そのような中、自分の経験を信じ、同じように仕
上げるように努力することに豆腐づくりのやりが
いを感じます」とまさに職人らしい話をしてくれ
た木村さん。冷奴でネギ、ショウガ、しょう油を
かけて食べるのが、一番好きな豆腐の食べ方だそ
うです。
　「賞をいただいたのは、組合の皆さんのおかげ
です。これからも業界の発展のために頑張ってい
きたい」と語る木村さん。一線でのご活躍にます
ます期待が膨らみます。

岩倉家との交流
　岩倉家の家来である人見右衛門から、須山の御
師の渡邉隼

はや

人
との

祐
すけ

に出された礼状です。「秋冷えの
する頃ですが、ご健勝で何よりです。ご膳水のお
礼として肴

さかな

料
りょう

一両をいただき、ご前様もたいへん
喜んでいました」ということが主な内容です。こ
こに出てくる岩倉三

さん

位
み

とは、幕末から明治にかけ
て活躍した岩倉具視の祖父の具集にあたります。
　岩倉家は、村上源氏久

く

我
が

晴通の子具堯から始ま
る公

く

家
げ

で、初めは桜井を称していましたが具堯の
子具起から岩倉を名乗るようになりました。家禄
は 150 石で、権大納言まで進むことのできる羽

う

林
りん

家という家格を有していました。

人見右衛門書簡

（渡邉家文書）中村扇雀 中村橋之助
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